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H14 H17 H22 H27 R1 R2 R3 R4 R5 R6.11

認知件数 59,330 36,938 28,335 18,777 14,160 11,726 11,181 12,147 14,188 13,544

H14年比 -37.7% -52.2% -68.4% -76.1% -80.2% -81.2% -79.5% -76.1%
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刑法犯認知件数は、平成15年以降、アクション・プランに掲げた指標を達成しながら減少を続けていましたが、
令和４年は目標(12,000件以下)を超え、20年ぶりに増加に転じました。本年11月末現在、刑法犯認知件数は
13,554件で、前年同期比＋464件（＋3.5％）です。 

 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6.11

認知件数（件） 217 256 344 372 348 405 177 175 136 202 234 343 262

被害額（億円） 9.8 10.6 16.3 14.0 10.7 10.1 3.5 3.2 2.4 4.7 6.8 8.8 7.8

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

   
            

                                      

  

区    分 R6.11 R5.11 増減数 増減率 

不安に感じる犯罪 5,931 5,966 -35 -0.6% 

 自転車盗 3,438 3,372 66 2.0% 

車上ねらい 431 391 40 10.2% 

器物損壊等 1,065 1,288 -223 -17.3% 

侵入強盗 5 5 0 0.0% 

侵入窃盗 544 517 27 5.2% 

住居侵入 245 201 44 21.9% 

不同意性交等 68 57 11 19.3% 

不同意わいせつ 135 135 0 0.0% 

区 分 
管 理 し て い る 管理していない 

(「分からない」含む)  うち、フィルタリングを使用している 

Ｒ６年度調査結果 76.5% 30.6% 23.5% 

Ｒ５年度調査結果 79.4% 30.8% 20.6% 

28.0%

34.6%

58.9%

53.8%

8.8%

9.0%

1.5%

2.6%

2.8%R2年度

R5年度

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

広島県内における犯罪情勢等（令和６年11月末現在） 

１ 刑法犯認知件数（推進指標：年間 12,000 件以下） 

第５期目標 

12,000 件 

第１期 

（H15-17） 第 2期 

（H18-22） 第 3期 

（H23-27） 第 4期 

（H28-R2） 

本年11月末現在、不安に感じる犯罪の認知件数は5,931件で、前年同期比－35件（－0.6%)です。減少が顕著
な罪種は器物損壊等で、前年同期比－223件（－17.3％）です。 
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特殊詐欺の認知件数・被害額は、昨年は認知件数343件、被害額は約８億８,000万円でした。本年11月末現在、
認知件数は262件（前年同期比－43件）、被害額は約7億8,311万円（前年同期比＋約25万円）と認知件数は減少
し、被害額は増加しています。 

令和５年度の県政世論調査(３年ごとに実施)の結果では、居住地域の体感治安について肯定的な回答は88.4％
と前回調査から1.5ポイント増加しました。治安良好と思わない理由については、「規範意識の低下、マナー違反
が目立つようになったから」が最も多く、その割合は54.3％となっています。 

Ｑ 現在、お住まいの地域は、治安が良く、安全で安心して暮らせる地域だと思いますか。 

子 供 
（20歳未満の男女） 

女 性 
（20歳～64歳） 

高齢者 
（65歳以上の男女） 

第５期 

（R3-R７） 

本年11月末現在、子供・女性・高齢者が被害者となる犯罪の認知件数は5,828件で、前年同期比＋92件(＋1.6％)
です。子供・女性の被害は増加し、高齢者の被害は減少しており、子供で主に増加した罪種は自転車盗、女性で
主に増加した罪種と高齢者で主に減少した罪種は共通して詐欺です。 

 
 
 

～子供のスマートフォン利用に係る保護者の管理状況～ 

令和６年度の調査結果では、子供がスマートフォンでインターネットを利用している保護者(10～17歳の子供
と同居する保護者)のうち、フィルタリングを利用している割合は30.6％でした。 

 

5,736 

２ 体感治安（推進指標：治安良好と感じる県民の割合 90％以上） 

３ 不安に感じる犯罪の認知件数（取組指標：年間 5,500 件以下） 

４ 子供・女性・高齢者が被害者となる犯罪の認知件数（取組指標：年間 4,800 件以下） 

５ 特殊詐欺の年間被害総額等（取組指標：年間２億円以下） 

６ フィルタリング(スマートフォン)の使用率（取組指標：37％以上） 

子供・女性・高齢者 

〇 治安良好と回答した割合 ※（）内は R2年度調査の数値 

R5年度：88.4%（86.9%）【そう思う 34.6%（28.0%）＋どちらかといえばそう思う 53.8%（58.9%）】 

特殊詐欺被害状況（平成 24年～令和６年 11月末） 

   

262件  約７億8,311万円 

 

305件  約７億8,286万円 

 

－43件     ＋約25万円 

R6.11 

R5.11 
 

増減 

※広島県政世論調査の結果による 

― ― 

資料１－１ 

※広島県青少年のインターネット利用状況調査の結果による（格安スマートフォン、機能限定スマートフォン及び子供向け 
スマートフォンを除く） 

203 192 245 201 
549 522 

1,065 1,288 

431 391 

3,438 3,372 
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5,931 5,966 


